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1. 序
情報と分析力に優れた民間機関は，或る予想値を決めるに当って，対象とな
る経済ヽンステムの中でのその変数の位置関係を考慮に入れるであろう。究局的
には，システムの構造を熟知し，色んな周辺事情の影響に十分配慮した上で正
確な予想が立てられると考えて，その時の予想は分析モデルに矛盾しない客観
的なものに等しいと想定される。これが合理的期待の形成の原理である。
或る変数の合理的期待を含む経済体系を，その体系内の全変数について解く
と言うことは，予想変数値を含まない形に体系を定式化することである。合理
的期待モデルの解をめぐって多くの方法が提起されて来たが，必ずしも一つの
方法が優れている訳ではなく， 諸モデルの構造に依って適合する解法は異な
る。
この論文ではマクロ経済学での代表的な合理的期待モデルとして， 1975年の
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Sargent-Wallace (SW)モデルについて解が求められる。 このモデルの解の
求め方は， 志築ー武藤(1981)が一応の解説を与えているが， 我々は最近の展開
に則して色んな解法を系統的に適用する。年代的には，前者が1979年以前の文
献に依拠しているのに対して，我々のものは1980年代になって提起された方法
を主に用いる。
論文の構成は次のようになっている。初めに SWモデルを概説してその誘
導形を導出する（第2節）。この誘導形体系は将来変数の予測値を含む典型であ
り，第3節ではその後向き解を，第4節ではその前向き解を導出し，第 5節で
それらを結合した一般解について論ずる。特に物価の解は多様性を持ち，これ
の一義的解は政策操作変数の決め方と関連して求められることを第 6節にて示
す。
本稿はモデルの構造が既知の状態から出発して，そのモデルの変動形式を確
定することに限定する。付録において期待変数の変動式の解（後向き解）の一般
形を解説しておく。
2. Sargent-Wallaceモデルの構造
SWモデルは線型差分方程式体系であり，それは次の4式から成る。
y1=a屯,-a2Cr1-P1+111-1+p,11-1)+u11 
加 =Pけ b!)'1-b2r,+u21
y,=c1k1-1+clP1-P111-1) +ua, 
kt=,d1k1-1-d2(r1-P1+111-1 +Pt, 1-1) +dag1+U41 
(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
ここに y,m, k, Pは産出，貨幣残高， 資本， 物価の対数表示であり， gは総
需要に外生的に影響する要因（政府支出を含む）を示し， rは名目利子率である。
添字の tは第 t期を意味し， 特に P111-1は第 t-l期に予想される第 t期の
物価を意味する。 Uu(i=l, …, 4)は確率的撹乱項であって，各汀期待値（事前
の）ゼロ，分散 a;の正規分布に従うと想定し，各式での係数 (a,b, c, d)はす
べて正値をとるものと考える。 (1)式の右辺第 2項の括弧内は，名目利子率から
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?
前期に予想される物価上昇率を引いた実質利子率を示し， (1)式は財需給均等
(IS)式である。（本来の SWモデルでの IS式には前期の資本が総需要に影響する変
数として入っていたが，これは減耗した資本の補填投資と考えられる。われわれの産出は
それを除いた純 (net)概念であるI)。）
(2)式は貨幣需給均等 (LM)式である。 (3)式は総供給関数を示し，産出が予想
外の物価上昇に対しプラスに反応するものと定式化されている。最後に(4)式で
は生産力が前期の資本と新投資に依存するとして，後者は実質利子率と逆方向
に， g と同方向に変化すると考えられている。
これらの方程式によって内生的に決まる変数を y,r,, P1,・k1とすると，その
他は先決ないし外生変数である2)。特に物価の予想値も形式的には外生変数で
はあるが，予想が合理的期待(rationalexpectations)によるものと想定すると，
物価予想値はモデルの体系内で決まる変数となる。なぜならば，経済モデルに
よって決まる内生的運動式は社会一般に認知されているとの前提の下で，予想
値が形成されるからである 3)。
SWモデルにおける予想値は物価だけであるが，その他の内生変数について
も同様の予想値を追加的に考えて， 全体系を行列表示すると次のようになる
（その際に Chow(1983), p. 357による配列替えを予め行っておく）。
Bx,+B。X111-1+B凶 +111-1+Ax1ー1+rz,=u1
ここに記号は下記の通りである。
(5) 
P1 P111-1 I U31 
Yt Ytlt-1 [ g,] I U11 
x、=I , X111-1三 Zt圭， Ut三
r、 r1 I 1-1 m, I u21 
k, k111-1 l しU41
1)この変更によってシステム全体から資本形成の(4)式が分離できて，計算が簡単化され
るが，帰結に本質的な影響を及ぽさない。
2)もし m1を内生変数に入れると，代りに nが外生変数として扱われる。
3)SWモデルのより詳細な解説およびそれに関する政策効果の分析については村田
(1984), pp. 74-89を参照せよ。
3 
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-c2 1 0 0 C2 0 0 0 l 「0 0 
0 1 a2 0 
a, 0 O : → I l―の。B司 ,B。=='I'==-l -b1あ 0 0 0 0 0 1 
0 0 d2 1 d2 0 0 -d3 0 
0 0 0 0 0 0 0 -ci 
-a2 0 0 0 0 0 0 0 
B1=I 'A:eee (6) 
0 0 0 0 0 0 0 0 
-d2、bO o 0 0 0 -di 
功+111-1は X11t-1における tを t+lに代えたものである。 (5)式の左側より
B-1を乗ずると，誘導形(7)が得られる。
功 +Bー1Ax1-1 + B-1 B。X111-1+B-1B凶+!I 1-1 + B-1rz, =v1 (7) 
ただし
Vpt 
Vyt 
V戸 I 1=s-1u1, s-1==D 
Vrt 
-a2b1ーあ b2 
a2 
-1 
b2C2 
l+b凸
?
?
?
?
?
??＿ ＿ ?
Vkt - d2 -d2-b心必ーc2d2n-1 -
D=(a叶 (a払＋あ）C2戸>O
である。 (7)の誘導形を各内生変数ごとに示すと次のようになる。
P1=D((a丸＋あ）C2-aか）P111-1+DaかP1+111-1-D(a丸＋あ）C1k1-1 
+Da1b函 +Da仰 1+Vp1
Y1=-Da吟 (b叶 UP111-1+ Daゆ2c2P1+11 1-1+ Da2c1k1-1 
+Da必c2g1+Da必mけ Vyt
r1=D(c2-a2(b凸 +l))P111-1+Da2(b凸+1) P1+1 1 1-1-Dc1k1-1 
+Da1(b心 +l)g1-Dc2加 +Vrt
k1=-D(b叶 l)c必PtI 1-J +Db必叱P1+11-1 + (d1 + Dc1d2)k1-1 
+(d3-Da必(b凸 +l))g1+Dc必加+Vkt
(8) 
(9) 
(10) 
(1) 
(12) 
これらの誘導形の式における係数はいわゆるケインジアン乗数を意味する。
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ところで(5)の構造方程式体系での係数行列 B は， (6)で示されているように
分解可能な (decomposable)形をしている。従って e-1も同様な形をしてい
て， 内生変数の k1は他の内生変数への影響を及ぽさないことが分かる。故に
P1, Yt, r1の誘導形式(9), (10), (1)は構造方程式のうち(1), (2), (3)のみの連立系か
ら導出できる。その後に(1)を(4)式右辺の乃へ代入することによって(12)式が求
められる。
3. 後向き解
(5)式は合理的期待の変数 Xい1-1 と X1+111-1 を含む体系である。 (5)式の解と
は，これらの期待変数を何らかの可観測な変数によって示すことである。期待
変数が X111-1 だけの場合は Chow(1983, p.354) の仕方で簡単に解けるが，
将来変数の期待が入っているので，その解は後向き (backward)解か，前向き
(forward)解か， 或いは両者の一次結合になるであろう°。この節では Chow
(1983, ch. 11)の方法によって(5)式の解を求めるが，それは後向き解である 5)0 
Muth (1961)は一市場での価格変動モデルの解の形を， 攪乱項を過去から現
在まで分布した正規独立な諸確率変数の一次結合と表わすことに合わせた。
Taylor (1977)はそれに追加して，解は過去から現在まで分布した諸外生変数
の一次結合にも依存する形をとると仮定する。すなわち(5)式の解の形は(13)のよ
うに未定係数行列凡と凡を用いて表現される。
00 
功=:E(H, ぬ—;+Rゆ1-J
i~O 
(13) 
ここに比は4X2の行列，凡は 4X4の行列，特に R。=I(単位行列）である。
従って第 t-1期末での功の期待値は
00 
X111-1=R。Zt11-1十:E(H;Zt-i + R沿1-;)
i-o 
U4l 
となり， (13)式から(14)式を辺々差し引くと
4) Blanchard (1979) は単一式についてこの解の一般形を最初に示した。
5) Chowの方法については後述の付録に解説されている。
?
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::Ct-:Ct I t-1 =Vt t5) 
が得られる。この際に
e1=z1-z111-1 =O US) 
の想定が考慮された6)。次に(13)式を一期進め，その第 t-1期末での期待値を
差し引くと，
年 1一功+!I 1-1 =V1+1 + R切 +Hoe1+1
を得る。ここに
閻
e1+1 ==Z1+1―Z1+111-1 (18) 
と置かれている。 (15)式のダII 1-1と， (17)式からの功+111-1 を(7)式へ代入するこ
とによって，全体系の解が求められるのであるが， (9)~(12)式に示されているよ
うに，実際は P111-1 と P1+111-1をU5l式と(17)式から分離し， これらを誘導形の
各式へ代入すればよい。
いま R1の第 1行を R とし， H。の第 1行を H と記し， (15)式と[17)式よりそ
れぞれ次の 2式を分離する。
p, I 1-1 =P,-Vpt 
P1+111-1 =P1+1-vp1+1-Rv1-R釘+I
????
? ?
(19)と(20)を(9)式へ代入して整理すると，
1十あ Ca2b1 +b2)c1 a1・ 1 
P1+1=-p,+ 
b2 a2b2 k1-1――--az g, b2叫 +He1+1
1 +b2 
+Vp1+1一言Vp1+Rv1
P, l+b2 (a丸＋あ）C1 1 b2 い+ a2b2 kt-z ―訳加—l ―鷹足+RVt-1
1 +b2 
- b2 Vpt-1 +Vpt 
(21) 
を得るが， これは後述の付録の (63')式に相当する。 (21)式を一期遅らせて (06)を
考慮して），
(2) 
6) U6lの想定は次期の外生変数が完全に予見されることで，それは予想を立てる人達が政
府の決める政策ルールを確実に予知しているとの合理的期待モデルの慣例による。
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を Ptの後向き解の最終形とする(Rは未定）。
(21), (2)式の第 t-1期における期待値をとると
?
l+b2 
P1+111-1 =―P111-1+ 
(aあ+b2)c1 a1 
ぁ a2b2 k,-i -(Ch 炉II 1-1 (21') 
Pt I 1-1 =攣り1-1+(a2bふあ）Ci k1-2-(鷹土）Z1-1 +Rv1ー1-誓 Vpt-1
(2') 
となる。 (10)~(12)の各式へ(21')と(2')を代入して整理すると，か以外の内生変の数
後向き解が次のように求まる。
J1=c1k1-1 +vy1 
1 1 b1C1 
r,=面(p亡 Vp1)―亙切t十囚k1-1+v,1 
k,= 
a2d1 +c必 a2必―a必
a2 k1-1+ gけ Vkt・a2 
(23) 
(24) 
(25) 
これらの解のうち Ytと k1が貨幣供給に全く無関係であることは SW・モデ
ルの特徴である。
4. 前向き解
P1の誘導形(9)式に第 t-1期での合理的期待を想定すると，
P111-1 =D((a2b1 +あ）c2-a2あ）P111-1+Da必P1+1,1-1 
-D(a位けb2)c1k1-1+ Da1b遥1+Da仰 I
となり，これを次のように整理する。
(9') 
P111-1=土P1+111-1―c1Ca2b1 +あ）k← 1+ a必 1邸 1十あ） 邸 1+b2) g叶戸石加 (26) 
(26)式右辺第 1項の係数は 1より小さな正値をとるので，この式を前向きに逐次
代入すれば収束的期待 (convergentexpectations)を得る。いま Burmeister-
Wall (1982)の方式によってこれを求めよう匹
7)合理的期待値の記号は前節でのそれを用い，例えば彼らの P*(t,t-1)の代りに P1
t-1を使う。
?
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簡単化のために
/i==b2/Cl +b2) (O<P<l) 
と置き'(26)式右辺の第2項から第4項までの合計を Q,と記すと'(26)式は
(27) 
Pt I H =/iP1+1・'H +Q、
と表わされる。この式を h 期進めると (h~l),
Pt+h I 1-1 = fiPt+h+l I 1-1 +Qt+h 
となる。 (28)を考慮しながら(26')式に前向きの逐次代入を無限に実行すると
P111-1=炉P1+21ヽ―1+ /iQ1+1 +Q1 
=fi3P1+s 11-1+fi2Q、+2+/iQ、+1+Q、
00 
・=:E炉Q1+;
i=O 
が得られる。同様にして
Pt+t I t-1 =孟炉Q1+1+1=炉CP,,t-1―Q,)
を得る。 (29)と(30)をp、の誘導形(9)式へ代入して整理すると，
. co 
P,=Pt I t-1 +Vpt=江炉Q1+1+V"pt
1=0 
(26') 
(28) 
{29) 
(30) 
(31) 
が導出される。 (31)の第 1式はU9)式と同形であるが，別の第 2式はそれが前向き
系列和であることを示す。¢ と Q,の記号を元に戻して(31)の第2式を書き換え
ると，それは Piの前向き解の完全な形となる。すなわち
1 00 
p、= I:; b2 ; 叫 +b2)i=O (言） (a孤 1+;+a峻 1+;-c1碕 +b2)k、+i-1)+v.,;, (32) 
同様に(29)と(30)をUO)~U2lの各式へ代入すると Yt,r1, k、の前向き解が次のよう
に求まる。
y、=c1k、-1+v,, 
-1 
r,=―m,-ト a, c1 Ca2b1 -1) l+b2 g,+ a2(l +b2) -a2Cl +b2) K、-!
(3) 
ふ (b2)j (1 a1 磯＋栖）
i=l亨印互戸i店 (1+b2)g1+;-aが 1戌） kt+i-1) +Vrt 
?
合理的期待を含む線型経済体系の解（村田）
1 1 b1C1 ＝石(p,-vp,)-石加＋万―k1-1+Vrt
a2d1 +c1必 a2da-a1d2K、= kぃ＋a2 a2 g,+Vkt 
，?
(34) 
(35) 
注目すべきは， (3)~(35)の解の形が後向き解の(23)~(25)の形にそれぞれ全く相等
しいことであり，このうち (34)の第 1式の nは前向き解であるが，他は実質的
に後向き解である。特に物価と利子率の前向き解は，今期以降の貨幣供給に依
存するが，もしそれらが一定量元に保たれるとすれば， (32)と(34)はそれぞれ次
のようになる。
P亨＋謡贔） i+lgl+i—唸乳芯澪（点）i kl+i-1 +Vpt (32') 
r1=a2心温（晶）igt+i 
00 
＋ c2 b2'b2+b1a2 a2Cl +b2) ((a如 l)k1-1―母（言） b2 k, 十←,)+加 (34')
(32')においては面が P1へ同量の変化を与えるのに対し， nへの元の影響は
無くなることが (34')より明らかである。
前向き解には将来の外生変数 g田 (i=l,2, …）が含まれていて，これらがす
べて予想値でなければならないことは自明である。従って前向き解を正しく求
めることは，将来の外生変数を適確に予測することに帰着する。
5. 一般解
Blanchard (1979)によると，一般解は前向き解と後向き解の凸結合として表
わされ：るので， Yt, r, k, の一般解がそれぞれ(3), (34), (35)の形になることは
明白である。 P,の一般解は (2)と(32)の凸結合であるが， 実は(32)の解から(2)の前
向き解と同形の関係式を導出できる。それは (32)の形を一期遅らせて P1-1の解
とし， その両辺に Cl+砂/b2を乗じた式を， (32)式から辺々差し引けばよい。
つまり
，?
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P戸誓P←1土叫1一岱g,_1+ (a2bふ姶Cik1-2—誓VpH+Vpt (36) 
(36)が四と異なる点は R加 1が存在しないことである。 (36)は前向き解の変形であ
るので，第 t-1期の撹乱項は第 t期においては考慮の外に置かれたものと考
えれば，この差異は当然であろう。さて(36)式を一期進ませてからかについて
解くと，前向き解の別表現として次の式が得られる。
b2 c1 (a2b1 + b2) 1 a必 b2
P戸戸記I十1―邸1戎） k1-1十戸加＋叫1+b2) g, + Vpt―戸函のI+!
(3り
いま (3加の解を p1CF) と記し， ~2)の解を p,CB) とすると，物価の一般解は
P,=..lp炉+c1-i)p/FJ co;;:;i;;:;1) (38) 
と表わされる。未定係数ベクトル Rと入に依存する一般解かは一義的では
ない。
もし(38)において iの値が
..l*=b2/Cl +2b2) 
であれば，解 P,は次のようになる。•
1 
P戸 1+2b2 ((l +b2)知 +b蝕1+1)-
C1 (a2b1 +b2) 
a2Cl+2b2) (k1-1 -k,-2) 
1 - a必 b2
+1 +2b2 (m,-m,-1) +邸1+2b2) (g,-g,-i) +叩+1+2b2Rv1-1 
1 + (b2Vp1+1-C1 +b2)Vp1-1) 1+2b2 
(39) 
(40) 
そして入が入＊より小さい時， m,-m1-1および g,-g,_,のかへの影響係数
は， (40)式でのそれらの係数より大きくなる。
Blanchard(l979)は m や gが定常過程（分散が有限である）に従うならば，
Pもまた合理的期待に反しないように有限分散をもつべきであると述べてい
る。この定常性の要請に適合するのは(37)の前向き解であり，従って(38)の一般解
が定常的であるために， iの値はゼロに近い或範囲内でなければならないが，
それは一義的(unique)解ではなく，多様な (multiple)解である。 (34)の利子率の
解はかに依存するので，利子率の一般解もまた多様な解であるが，産出と資
10 
合理的期待を含む線型経済体系の解（村田）
本のそれは一義的解である。
6. 予想期間内の一義的解
11 
多様な解の発生は，将来 (future)変数の期待を含むモデルに特有な現象であ
って，当面の物価の(9)式の解がその様になることは前節において明らかにされ
た。これを一義的解にするために Chow(1980)の方法を適用しよう。
(9)式の両辺に第 t-1期での期待をとって P111-1について解き， その結果
を再び(9)式へ代入して整理すると， (16)の想定の下に次式が得られる。
あ 1 1 
P戸 1+b2 P1+1 I 1-1十戸町翫国(1十あ）(a必g1-c1Caか+b2)k1-1)+Vpt 
. (41) 
この式の右辺第 3項は外生変数の集合体で8), 加は政策操作変数（または制御変
数）と考えられている。
当面の予想計画期間を T期として，その最終期において
Pr+1 1 r-1 =Pr I T-1 (42) 
であるものと想定する。この想定はかの解の一義性のために置かれる。 (9)式
は第 T期には(42)の想定の下で次のようになる。
柘=Dc2(aか+b2)PrI r-1-Dc1 (aゆげあ）kr-1+Da2加 +Da1b返r+VpT(43) 
(43)式の両辺に第 T-1期での期待をとり， Pr1T-1について解き， その結果を
再び(43)式へ代入することによって
1 柘=mr十一(a1b喝r-c1(a2b1 +b2)kた 1)+vpr a2 
を得て，これを最終期のかの解となす。
(4) 
いま加 (t=1, 2, …， T)が一度に公示されるものとして， まず(4)式の両辺
に第 T-2期での期待をとって
1 
PT I T-2=my+-(a, ぁgy-c1(a丸＋あ）kT-1) 
a2 
(4') 
8) (35)の ktの解を考慮に入れると， (41)式の第3項は ktの初期値と gtの系列によって
決まる。
1 
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を得， t=T-1と置いた(41)式へ(4')を代入することにより， 第 T-1期の P1
の解
1 
PT-! 万+b/b2加 +mT-1)+ a1b2 a2Cl十あ）(b函T+gT-1)
c1 (a2b1 + b2) 
a2Cl十あ） (b2kT-1 +kT-2) +VpT-1 (45) 
を得る。つぎに(45)式の両辺に第 T-3期での期待をとって得られる PT-!I T-3 
を， t=T-2と置いた(41)式へ代入することにより PT-2解を得る。以下同様の
手続きを時間逆行的にとると 任意の h(=1. 2 , T 1)について PT-hの
解は次の形になることが分かる。
P戸 =(-1.Lf加 +__L包 (b2); 
l+b2 l+b2;-。l+b2mT-h+i 
a必 bz h 1 h-1 
+ -— gr+-
bz ; 
az((l+b) l+bz呂(1+bJ gr-h+) 
_ c1(a2!: 玉）（（心）h応＋占翌（贔）ikT-h-1+、)+VpT-h 
2 i-o 
(46) 
k1の解(35)を考慮に入れて， (46)が P1の一義的解を与えることは明らかであ
り，これをオープン・ループ (open-loop)政策による解と名付ける。
別の方法として Chow(1980)のフィードバック (feedback)政策による解法
を当面の物価決定式に適用しよう。それは政策操作変数加を
加 =8P1-1 (47) 
の形で前期の物価に一次的に反応させる政策に基づく。まず t=Tの時の(47)を
(43)式へ代入して
拓~Dc2(a丸 +b2)PT I T-1―Dc1(a丸＋あ）kT-1 +0Da2PT-1 
+Da必gT+VpT (48) 
を得，この(48)式の両辺に第 T-1期での期待をとり， Pr1r-1について解き，
その結果を再び(48)式へ代入することによって
12 
1 
Pr=8Pr-1十一(a1b2gr-c1(a2b1 +あ）kr-1) +vpr a2 (49) 
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を得る。つぎに t=T-1 と置いた(41)式へ， (47)と第 T-2期での(49)式の期待値
とを代入して次式を導出する。
8b2 . 
応＝亨PT-II T-2十出；応＋ a必a2(l +b2) Cb2叙 +gT-1)
c1 (a2b1 +b2) 
a2(l +b2) (b2kT-1 +kT-2) +VpT-1 
(50) 
(50)式の両辺に第 T-2期での期待をとって， PT-II T-2について解き， その結
果を再び(50)式へ代入すると， PT-Iの解が次のように得られる。
1 蛤 c1(a2bげ b2)
PT-1=l+b2_0bJopT-2+ a2 (bぼT+gT-1)- a2 (b圧 +kT-2)]
+VpT-1 (5り
更にまた t=T-2と置いた(41)式へ， (4りと第 T-3期での(51)式の期待値を代
入すると，
PT-2 
8b2 8 
(1 +b2) (1 +b2一伽）PT-2 I T-3十戸I;PT-3 
a必 b2国 (l+b2)[l+b2-8b2(峰+gT-1)+gT-2] 
c, (a2b1 +b2) b2 ―a2Cl +b2) [1+b2-8b2 (b2知 +kT-2)+kT-a] +VpT-2 (52) 
を得る。 (52)式の両辺に第 T-3期での期待をとって， PT-21T-3について解き，
その結果を再び(52)式へ代入すると PT-2の解が次のように求められる。
PT-2= 
1 +b2-8b2 . a必
(1 +b2-8b2) (1 +b2)-8bJ8応＋芦しよ8b2(崎 +gT-1)
+ gT-2)-憂 b,玉）(b2 a2 . 1 +b2-8b/62知 +kT-2)+kT-s)] +VpT-2 
(53) 
以下同様の手続きを時間逆行的にとると，最終的にかの解をかの初期値
(Po)と外生変数の全体，および k,.の初期値 (k。)とによって表わすことがで
きる 9)0 
解(46)や解(53)は将来の外生変数 g1(t=T, T-1, T-2, …）に依存しており，近
9) ktの解(35)を考慮に入れる。
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い将来においてのみこれらの gtを既知と想定してよいとすれば，それらの解
は短期的なものでなければならない。
付録．後向き解の一般形
Chow (1983, ch. 11) の方法によって第3節の後向き解を求めたが，その依
拠した一般的方式を詳細に解説しておこう。いま線型の期待モデルが
B幻1+A1X1-1+…+ApX1-p+B。X111-1+B凶 +111-1
+…+Bq功+qI 1-1 + I'Zt =u1 (54) 
と表わされる場合について考える。ここに出は G個の内生変数のベクトル，
Ztは K個の外生変数のベクトル， Utは系列相関の無い正規分布に従う確率
的撹乱変数のベクトル， x、+iI 1-1は第 t-1期末までの情報([,_,)の条件付き
ダt+iの期待値である。 (54)式に左側から B-Iを乗じて誘迎形を得る。すなわち
次のようになる。
B→（珈+Aの—1+ … +A心—p+B。功 I 1-1十・・・+BqXt+q I 1-1 
+rz,)=B-1u戸 Vt
出の解の形として，未定係数行列凡と凡を用いて
00 
功 =:E(H;z←;+R;V1-;) 
i=O 
(5) 
(56) 
を想定する。 I1-1の条件付き(5)式の期待値を(5)式から差し引くと功一X111-1=V1
を得て，同様の操作を(56)式に施すとク1-x111-1=R。Vtとなるので10i, R。=Iで
なければならない。 (56)式を一期進めて I1-1の条件付き功+Iの期待値 X1+11t-1 
をとり，それを元の年1の式から差し引くと， UB)と(18)の約束の下に
功+1-X1+111-1=v1+1 +R1v1+R。釘+l (57) 
となる。一般に(56)式を m 期進めて I,-1の条件付き功+mの期待値をとり，そ
れを元の年m の式から差し引くと；次のようになる。 m=O,1, …, qにつ
いて
10) (16)を考慮に入れる。
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ズ1十“―ダt+mI 1-1 = Vt+m + Riv、+m-1+…+R砂,+Hi函+m
+…+ Hm-1e1+1 + R虚 I
e1+J==Z、+;-Zt+jI 1-1 U=O, 1, …， m) 
である。ただし e,=Oとなる。
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(58) 
(59) 
(58)より Xt+mI 1-1を(5)式へ代入すると， Xtはれゅ V1+Jおよび e、+Jによっ
て表現されて，期待変数は消滅する。かくして x、の変動形式は一応確定する
が，その変動式の次元を最未来の期待変数の個数に減少させることを次に考え
る。
期待変数となるのは内生変数の中の一部分に過ぎないので，ダt+gI 1-1の係
数行列 Bgの数個の列はゼロベクトルである。いま Xt+gI 1-1の非ゼロ要素を
最初の g個とし，そのベクトルを元t+g1-1と記し，それに対応する Bgの部分
行列 (Gxg)を為と記すと，
BgXt+g I 1-1 =為私gI t-1 (60) 
と書き換えられる。幻のうちの最初の g個からなるベクトルをx,と記し， B-1
の最初の g行からなる行列 (gXG)を ]3-1と記すと， (5)式の体系の最初の g
式は次のように表わされる。 ・
尻 (Bx,+A1X1-1 +…+Apダ1-p+B。x,11-1+…＋瓦私q,1-1 +rz、)=ii, (61) 
ここに i,は Vtの最初の g個のベクトルである。 (61)式の期待係数ベクトルヘ
(58)の諸関係を代入すると，
尻〔B幻+Aの—1+ … +ApXt~p+B。（功一切 +B1(年,-v1+1-R,v,-Hi。年,)
＋…＋瓦Cxt+q—恥）ーBq(R珈ぃ＋…+RqVt + Hoe1+q +…+Hq-1e、-1)
+rz,〕=ii, (62) 
となり，これを次のように整理する。
炉〔BqXt+q+ Bq-1功+q-1+…+B凶 +1+(B。+B)x,+A1x、-1
+…+ApX1-p+I'z』=Nqet+q + Nq-1e、+q-1
+…+N1e1+1+Cq恥+Cq-1V1+q-l +… +C知+~oVt+iit (63) 
15 
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ここに
N戸 'f3-1B晶， Nq-1==主(B晶+Bqー晶），…， N1==B-1(Bぷ—1+… +B晶），
¢ニjJ-1属， Cq-1==B-1(B晶 +Bq-1),. , C1=.B-1(Bぶ—1+… +B晶 +Bi),
C。□尻 (Bぶ＋…+Bぶ +B。) (64) 
である。 (63)式は Chow(1983, ch. 11)における(19)式に等しい。
本文の第 3節では P=l,q=lの場合が扱われた。その場合の(6D式と(63)式は
それぞれ下記のようになる。
f3-1(B応 A心 ,+B。Xt[t-1+厖1+11 -1+ rz,) =切 (61')
厨（厖1+1+CB。 +B)幻,+A山—i+I'zか=N知＋ら麟+C両＋切 (63') 
これらの式が相互に矛盾しないことは， It-Iの条件付き期待値が相等しいこと
で証明される。同様にして(63)式は(61)式と矛盾しない構造を備えている。
(63)式を q期遅らせると
B-1⑫ふ+Bq-1ダ1-1+ … +B必—q+I +CB。 +B)X1-q+Aの—q-1
+…+A似1-q-p+I'z臼〕=C品+Cq-1V1-1+…+C1Vt-q+I
+C。Vt-q十Vt-q (65) 
となり，これは蕊1を後向きに説明する。 (65)式に左側から jj-1和の逆行列を乗
じた式は， Xtの誘導形の解（後向き解）の一般形であり， 本文の(2)式はこれを適
用したものである。 (65)式における未定係数行列は， (64)を考慮して Ri, …品の
みであるが，これらは解の多様性をもたらす一因となる。
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